
資源のない日本、
将来のエネルギーの姿に関する講演
in 岩手 化石、再エネ、原子力エネルギーのベストミックスの実現に向けて
平成29年1月30日（月）　会場：いわて県民情報交流センター アイーナ会議室804B

平成26年4月に新しい「エネルギー基本計画」が閣議決定され、平成27年7月には「長期エネルギー需給見通し（エネルギーミックス）」が取りまと
められました。経済産業省資源エネルギー庁では、日本におけるエネルギーの現状や将来の姿について、さまざまな地域の住民の方々を対象に、
化石エネルギーや再生可能エネルギー、原子力等のエネルギーミックスに対して、ご理解を深めていただくために講演会を開催いたしました。

東
北
は
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
メ
ッ
カ
で
す
。
太

陽
光
、
風
力
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
潤
沢

な
再
エ
ネ
環
境
は
東
北
地
方
の
強
み
で
す
。
自
然

の
豊
か
さ
に
価
値
を
置
く
文
化
的
土
壌
が
あ
り
CO2

削
減
に
つ
い
て
も
理
解
さ
れ
や
す
い
。
今
後
、
東

北
地
方
全
体
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
が
増
え

る
で
し
ょ
う
。
特
に
再
エ
ネ
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
住

民
や
自
治
体
、
地
元
企
業
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
親
和
性
が
高
い
。
再
エ
ネ

＋
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
意
義
は
雇
用
創
出
、
地
域

活
性
化
、
非
常
時
の
電
源
確
保
で
す
。

2
0
1
5
年
、
世
界
の
発
電
量
の
う
ち
再
エ
ネ

が
石
炭
火
力
を
抜
き
23
％
と
最
大
に
な
り
ま
し

た
。
再
エ
ネ
が
競
争
力
の
あ
る
電
源
に
な
り
つ
つ

あ
る
な
か
、
水
素
シ
ス
テ
ム
を
い
か
に
基
幹
電
力

に
す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

燃
料
電
池
の
な
か
で
も
固
体
高
分
子
型
燃
料
電

池（
P
E
F
C
）や
固
体
酸
化
物
形
燃
料
電
池

（
S
O
F
C
）が
注
目
さ
れ
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

市
場
規
模
は
2
0
3
0
年
で
１
兆
円
、2
0
5
0

年
で
８
兆
円
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
が
世
界

に
誇
る
蓄
電
技
術
、ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
は
水
素

吸
蔵
合
金
に
よ
り
電
気
が
生
ま
れ
る
も
の
で
プ
リ

ウ
ス
の
電
池
と
同
じ
で
す
。
充
電
池

「
e
n
e
l
o
o
p
」に
使
わ
れ
て
い
る「
超
格
子

合
金
」は
、私
が
1
9
9
7
年
に
発
見
し
ま
し
た
。

自
給
自
足
、ク
リ
ー
ン
、安
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

変
換
と
い
う
水
素
の
利
点
を
活
か
す
た
め
再
エ
ネ

か
ら
作
っ
た
CO2
フ
リ
ー
の
水
素
を
燃
料
電
池
と
し

て
使
う
世
界
初
の
実
用
化
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

シ
ス
テ
ム
を
、
私
は
東
芝
で
開
発
し
ま
し
た
。
太

陽
光
パ
ネ
ル
か
ら
蓄
電
池
ユ
ニ
ッ
ト
と
電
解
装
置

の
２
系
統
あ
り
、
電
解
装
置
で
水
素
を
作
り
、
貯

め
た
水
素
で
電
気
を
つ
く
る
シ
ン
プ
ル
な
シ
ス
テ

ム
で
す
。コ
ン
テ
ナ
３
台
分
と
当
初
は
非
常
に
大

型
で
し
た
が
、
水
素
吸
蔵
合
金
を
使
う
こ
と
で
高

密
度
か
つ
安
全
に
水
素
を
貯
蔵
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
が
太
陽
光
パ
ネ
ル
だ
け
で

3
6
5
日
稼
働
す
る
完
全
自
立
型
の
次
世
代
モ
デ

ル
で
、
サ
イ
ズ
も
10
分
の
1
ま
で
小
さ
く
な
り
、

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
の「
変
な
ホ
テ
ル
」に
導
入
さ
れ

て
い
ま
す
。
ホ
テ
ル
と
し
て
世
界
初
の
電
力
完
全

自
給
自
足
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で

は
、
夏
に
発
電
し
た
電
気
を
冬
場
に
使
う
と
い
う

シ
ー
ズ
ン
シ
フ
ト
が
可
能
に
な
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー

を
継
続
的
に
保
持
で
き
ま
す
。

東
北
大
学
に
移
り
、
引
き
続
き
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
開
発
と
産
官
学
の
連
携
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
産
官
学
が
一
体
化
し
た
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
つ
く
り
、
省
庁
、
大
学
、
学
会
、
企
業

と
の
連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
、
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
が
実
現
す
る
と
思
い
ま
す
。

基調
講演

東
北
地
方
で
の
水
素
利
活
用
の
取
組
〜
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
〜

河
野 

龍
輿
氏 

（
東
北
大
学
金
属
材
料
研
究
所

　特
任
教
授
）



　
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

東
日
本
大
震
災
の
前
後
で
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
11
ケ
月
の
月
日

が
経
ち
ま
す
。
今
も
多
く
の
方
が
避
難
し
て
お

ら
れ
ま
す
。
国
は
福
島
を
始
め
、
被
災
地
の
復

興
が
着
実
に
進
む
よ
う
政
府
が
一
丸
と
取
り
組

み
ま
す
。

　
一
方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
皆
さ
ま
の
毎
日
の

暮
ら
し
に
直
結
す
る
大
事
な
問
題
で
す
。

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

あ
る
べ
き
姿
と
は
、
安
全
性
（Safety

）
を
大
前

提
と
し
な
が
ら
安
定
供
給（Energy Security

）、

経
済
効
率
性
（Econom

ic Effi
ciency

）、
環
境

適
合
性
（Environm

ent

）
の
３
つ
の
E
を
達

成
す
る
こ
と
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
20
％
あ
っ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
率
は
6
％
に
な
り
、
化
石
燃
料
依
存

率
は
62
％
か
ら
88
％
に
上
昇
、
電
気
料
金
も
家

庭
用
は
2
割
、
産
業
用
は
3
割
程
度
上
昇
。
石

油
等
燃
料
輸
入
額
は
2
0
1
4
年
28
兆
円
で

2
0
1
0
年
比
で
11
兆
円
の
上
昇
、
温
室
効
果

ガ
ス
は
、
電
力
部
門
で
2
0
1
2
年
度
や

2
0
1
3
年
度
で
約
１
億
ト
ン
増
え
ま
し
た
。

石
炭
や
水
力
、
原
子
力
と
い
っ
た
発
電
コ
ス
ト

が
安
く
、
安
定
的
に
発
電
す
る
こ
と
が
出
来
る

ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
の
比
率
が
低
い
こ
と
に
対

す
る
懸
念
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
2
0
3
0
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
る

べ
き
姿
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
25
％
、

電
気
料
金
を
2
0
1
3
年
比
で
2
〜
5
％
下
げ
、

CO2
削
減
は
2
0
1
3
年
比
26
％
削
減
と
い
う
欧

米
に
遜
色
な
い
目
標
を
掲
げ
ま
す
。
そ
の
た
め

に
経
済
成
長
率
1
・
7
％
を
見
込
み
な
が
ら
第

1
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
時
並
み
の
省
エ
ネ
す
な

わ
ち
35
％
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
改
善
に
取
り
組

み
、
国
と
し
て
規
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
予

算
的
な
支
援
も
進
め
ま
す
。
原
発
の
再
稼
働
を

進
め
る
際
は
安
全
性
を
大
前
提
に
国
が
前
面
に

立
ち
、
立
地
地
域
の
ご
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う

進
め
て
参
り
ま
す
。
新
基
準
に
甘
ん
じ
る
こ
と

な
く
不
断
に
安
全
性
を
追
求
し
ま
す
。
そ
う
す

る
こ
と
で
2
0
3
0
年
の
電
源
に
お
い
て
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
は
、
石
油
の
割
合
を
下
げ
、

ベ
ー
ス
電
源
と
な
る
石
炭
の
環
境
性
を
配
慮
し

な
が
ら
化
石
エ
ネ
ル

ギ
ー
依
存
率
を
50
数

パ
ー
セ
ン
ト
と
い
た

し
ま
す
。
再
エ
ネ
は

大
幅
に
導
入
拡
大
し

22
〜
24
％
、
原
子
力

は
可
能
な
限
り
低
減

さ
せ
ま
す
が
20
〜

22
％
は
必
要
で
す
。

　「
こ
れ
が
ベ
ス
ト
」

と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
な
い
の
が
現
状
で

す
が
、
多
様
性
を

持
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス

に
つ
い
て
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
け

れ
ば
と
存
じ
ま
す
。
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動
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株
式
会
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事
業
企
画
部 

企
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室 

室
長
）
　

C
O
P
21
を
受
け
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
策
定
し
た

ア
ク
シ
ョ
ン「
環
境
チ
ャ
レ
ン
ジ
2
0
5
0
」は
、

2
0
5
0
年
ま
で
に
新
車
CO2
ゼ
ロ
、ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
CO2
ゼ
ロ
、工
場
CO2
ゼ
ロ
の
達
成
を
目
指
し
ま

す
。ま
ず
2
0
2
0
年
ま
で
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

累
計
1
5
0
0
万
台
、F
C
V（
燃
料
電
池
自
動

車
）と
F
C
バ
ス（
燃
料
電
池
バ
ス
）３
万
台
規
模

の
グ
ロ
ー
バ
ル
量
産
体
制
、東
京
五
輪
で
の
F
C

バ
ス
1
0
0
台
以
上
導
入
を
目
標
と
し
、製
造
過

程
で
CO2
を
排
出
す
る
部
品
を
減
ら
し
、2
0
2
0

年
に
M
I
R
A
I
の
製
造
ラ
イ
ン
で
水
素
を
活

用
、2
0
3
0
年
以
降
は
再
エ
ネ
や
CO2
フ
リ
ー
水

素
を
工
場
に
導
入
す
る
計
画
に
よ
り
2
0
5
0
年

に
CO2
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

新
規
事
業
と
し
て
は
、大
衡
工
場
の
ガ
ス
エ
ン

ジ
ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
で
周
辺
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
電
気

と
熱
を
供
給
す
る
事
業
を
推
進
。
プ
リ
ウ
ス
の

ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
を
リ
ユ
ー
ス
し
定
置
型
蓄
電

池
と
し
て
販
売
。F
C
V
産
業
を
育
成
し
て
い
ま

す
が
燃
料
電
池
を
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
発
電
機
な

ど
に
も
転
用
し
ユ
ニ
ッ
ト
で
販
売
す
る
事
業
も
検

討
し
て
い
ま
す
。経
産
省
と
環
境
省
の
支
援
に
よ

り
、フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
ト
ラ
ク
タ
ー
を
燃
料
電

池
に
す
る
関
西
国
際
空
港
で
の
実
証
実
験
、風
力

発
電
で
作
っ
た
水
素
を
蓄
圧
し
水
素
充
填
車
で

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に
供
給
す
る
神
奈
川
県
の
京
浜

臨
海
部
で
の
実
証
実
験
で
課
題
を
探
り
量
産
効
果

や
普
及
モ
デ
ル
を
検
討
し
て
い
ま
す
。今
後
は
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
面
的
に
水
素
を
広
げ
る
か

た
ち
で
需
要
を
増
や
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
を
挙
げ
て
水
素
社
会
に
向
け

た
努
力
を
し
、車
だ
け
で
な
く
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、

バ
ス
、ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
商
業
・
産
業
用
車
両
も

水
素
を
使
う
こ
と
で
、水
素
が
各
サ
イ
ト
を
つ
な

ぐ
よ
う
な
か
た
ち
で
普
及
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


